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江
戸
時
代
が
啓
蒙
の
時
代
と
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
社
会
構
造
の
変

化
や
版
本
の
一
般
化
な
ど
の
影
響
が
あ
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
の
時
期
東

ア
ジ
ア
全
体
で
権
威
を
持
っ
て
い
た
朱
子
学
に
お
け
る
幼
少
年
教
育
の
重

視
、
ま
た
朱
子
学
に
限
ら
ず
儒
学
自
体
が
基
礎
教
養
と
な
っ
た
こ
と
も
見

逃
せ
な
い
。
本
書
は
江
戸
時
代
の
啓
蒙
の
中
で
も
特
に
『
論
語
』
の
訓
蒙

書
資
料
に
的
を
し
ぼ
っ
て
い
て
、
そ
こ
に
編
著
者
の
確
か
な
見
識
が
感
じ

ら
れ
る
。『
論
語
』
を
柱
に
す
る
こ
と
に
よ
り
様
々
な
事
象
が
系
統
的
に

現
れ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。『
論
語
』
は
そ
の
文
章
と
内
容
の
平
明
さ
か

ら
中
国
で
も
童
蒙
の
課
本
と
し
て
使
用
さ
れ
た
り
も
し
、
日
本
で
も
素
読

の
定
番
で
あ
り
幼
少
か
ら
無
学
者
に
ま
で
及
ぶ
広
い
読
者
層
を
持
っ
た
。

儒
学
各
学
派
の
差
を
こ
え
た
共
通
の
経
書
で
あ
っ
た
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
本
書
は
『
論
語
』
訓
蒙
書
の
基
礎
的
研
究
と
し
て
の
道
標
と
し
て
多

大
な
意
義
を
持
つ
。以
下
、本
書
の
構
成
に
沿
っ
て
内
容
を
概
観
し
た
い
。

　

序
章
は
、
ま
ず
石
本
道
明
「
江
戸
期
『
論
語
』　

訓
蒙
書
の
概
念
及
び

分
類
と
対
象
と
」
で
、
訓
蒙
書
の
規
定
が
考
察
さ
れ
る
。
も
と
も
と
中
国

で
は
訓
蒙
書
は
大
別
し
て
、
童
蒙
向
き
と
、
蒙
昧
な
成
人
向
き
の
両
方
が

あ
り
、
前
者
は
そ
の
先
に
科
挙
受
験
が
控
え
て
い
た
。
し
か
し
科
挙
の
入

ら
な
か
っ
た
日
本
で
は
そ
の
軸
が
無
く
、
改
め
て
訓
蒙
が
ど
の
よ
う
な
需

要
の
も
と
に
な
さ
れ
た
か
を
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
、
本
論
文
は

そ
れ
に
応
え
て
い
る
。
続
く
西
岡
和
彦
「
崎
門
と
訓
蒙
書
」
は
山
崎
闇
斎

学
派
（
崎
門
）
の
講
義
録
、
筆
記
録
の
概
観
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
著
者
も

言
う
よ
う
に
闇
斎
学
派
内
部
の
学
習
を
対
象
と
し
多
く
写
本
で
伝
わ
り
、

不
特
定
の
一
般
読
者
を
対
象
と
し
た
訓
蒙
書
と
は
異
な
る
が
、
こ
の
学
派

の
各
層
へ
の
浸
透
と
そ
の
命
脈
を
長
か
ら
し
め
た
一
大
資
料
群
で
あ
る
。

次
の
青
木
洋
司
「
江
戸
初
期
『
論
語
』
訓
蒙
書
と
明
代
の
学
術
─
『
論
語

集
註
抄
』
を
中
心
と
し
て
─
」
は
林
羅
山
の
も
の
と
伝
え
る
『
論
語
集
註

抄
』
を
例
と
し
て
江
戸
時
代
の
訓
蒙
書
に
は
明
代
の
学
術
の
受
容
が
大
き

く
働
い
て
い
た
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
の
『
論
語
集
註
抄
』
は
第
一
章
で
も

項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
続
く
大
貫
大
樹
「
江
戸
期
『
論
語
』
訓
蒙
書

年
表
稿
並
解
説
（
天
正
十
一
年
か
ら
元
禄
元
年
）
は
、
江
戸
時
代
初
期
の

『
論
語
』
訓
蒙
書
の
概
観
と
年
表
で
あ
る
。

　

第
一
章
は
、
各
論
で
、
本
書
の
中
核
で
あ
り
、
合
計
二
十
二
の
文
献
が

〔
書
評
〕

西
岡
和
彦
、
石
本
道
明
、
青
木
洋
司
著

江
戸
期
『
論
語
』
訓
蒙
書
の
基
礎
的
研
究

土
田
健
次
郎
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対
象
で
あ
る
。
青
木
洋
司
、
石
本
道
明
、
西
岡
和
彦
、
大
貫
大
樹
、
木
村

剛
大
、柴
﨑
一
孝
、今
瀬
英
一
朗
各
氏
に
よ
る
文
献
の
解
題
に
は【
書
名
】、

【
書
誌
】、【
先
行
研
究
】、【
撰
者
】、【
特
徴
】
と
い
う
共
通
項
目
が
立
て

ら
れ
、
更
に
【
余
説
】
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
各
文
献
に
つ
け

ら
れ
て
い
る
数
枚
の
書
影
に
よ
っ
て
、
文
字
情
報
だ
け
で
な
く
視
覚
的
に

も
書
物
の
雰
囲
気
が
わ
か
る
の
が
あ
り
が
た
い
。
そ
の
う
ち
七
篇
に
つ
い

て
は
青
木
、
石
本
、
大
貫
、
柴
﨑
各
氏
の
論
文
が
付
せ
ら
れ
、
読
み
応
え

が
あ
る
。
各
論
文
及
び
解
題
に
は
貴
重
な
情
報
や
指
摘
も
あ
る
が
、
紙
数

の
関
係
で
逐
一
触
れ
ら
れ
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
文
献
に
は
、
朱
子
学
系
の
も
の
、
そ
れ

以
外
の
学
派
の
も
の
、
学
派
色
の
薄
い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
む
し
ろ
参
考

書
と
言
っ
た
方
が
適
当
な
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
那
波
活
所
『
重
編
四
書

註
者
考
』な
ど
が
そ
れ
で
、『
四
書
大
全
』に
載
せ
る
百
二
十
三
人
の
伝
と
、

伝
が
不
明
の
二
十
五
名
の
目
録
で
あ
る
。
な
お
該
書
は
漢
文
の
著
作
な
る

が
ゆ
え
に
児
童
に
は
難
解
で
あ
る
と
し
て
和
文
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
竹
谷

山
人
『
通
俗
四
書
註
者
考
』
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
大
原
武
清
『
四

書
引
蒙
略
図
解
』、
古
市
南
軒
『
経
典
読
法
早
指
南
』、『
改
正
四
書
字
引
』

な
ど
に
よ
っ
て
工
夫
を
凝
ら
し
た
初
学
者
用
の
書
が
各
種
刊
行
さ
れ
て
い

た
様
相
が
知
ら
れ
る
。
和
田
静
観
窩
『
論
語
序
説
諺
解
』
は
朱
熹
が
『
論

語
集
注
』
の
冒
頭
に
置
い
た
『
史
記
』
孔
子
世
家
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
孔
子

一
代
記
「
論
語
序
説
」
に
対
す
る
啓
蒙
書
で
あ
る
が
、
異
説
へ
の
言
及
も

あ
り
、
同
じ
く
「
論
語
序
説
」
の
啓
蒙
書
で
は
小
出
永
安
『
論
語
序
説
仮

名
抄
』
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
な
お
崎
門
の
仮
名
講
義
群
の
代
表
と
し
て

は
浅
見
絅
斎
『
論
語
師
説
』
が
、
参
考
書
で
は
山
崎
闇
斎
『
論
語
序
考
』、

佐
藤
直
方
『
論
語
便
講
』
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

本
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
書
物
の
中
で
名
が
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、『
漢

籍
国
字
解
全
書
』
に
も
収
め
ら
れ
た
中
村
惕
斎
『
論
語
示
蒙
句
解
』
で
あ

ろ
う
。『
論
語
集
注
』
に
沿
っ
た
和
文
の
『
論
語
』
注
釈
だ
が
、
朱
熹
の

注
の
理
解
の
水
準
は
高
く
、
そ
れ
は
毛
利
貞
斎
『
重
改
論
語
集
註
俚
諺
鈔
』

に
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
他
に
朱
子
学
系
統
で
は
安
部
井
帽
山
『
四
書

訓
蒙
輯
疏
』
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
書
名
に
反
し
て
必
ず
し
も

初
学
者
向
け
で
は
な
い
。
更
に
正
文
の
み
に
『
論
語
集
注
』
に
沿
っ
た
読

み
を
全
面
的
に
付
し
た
『
論
語
』（
傍
訓
本
）
も
載
せ
ら
れ
て
い
て
、
漢

籍
で
同
種
の
も
の
が
多
数
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
国
学
で
も

原
文
全
文
に
本
居
宣
長
の
訓
を
付
し
た
『
古
訓
古
事
記
』
な
ど
も
刊
行
さ

れ
て
い
た
。
総
じ
て
振
り
仮
名
、
送
り
仮
名
、
和
文
著
作
と
い
う
よ
う
に

仮
名
を
有
効
に
利
用
し
て
い
て
、
こ
れ
が
日
本
の
啓
蒙
力
を
東
ア
ジ
ア
の

中
で
突
出
す
る
も
の
に
押
し
上
げ
て
い
た
こ
と
が
改
め
て
痛
感
さ
れ
る
。

　

以
上
は
朱
子
学
系
統
で
あ
る
が
、そ
の
他
の
学
派
で
は
、中
根
鳳
河『
論

語
徴
渙
』
が
荻
生
徂
徠
の
『
論
語
徴
』
の
語
句
の
出
典
を
あ
げ
、『
拾
遺
』
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も
合
冊
さ
れ
て
い
る
。
徂
徠
は
訓
点
を
批
判
し
た
が
、
こ
の
書
で
は
出
典

に
は
訓
点
を
ほ
ど
こ
し
、
訓
蒙
的
配
慮
が
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
幕
末
の

弘
前
藩
は
藩
校
の
稽
古
館
を
創
設
し
た
当
初
は
徂
徠
学
を
奉
じ
た
が
、
そ

の
テ
キ
ス
ト
は
難
読
の
『
論
語
徴
』
で
は
な
く
、
徂
徠
の
弟
子
の
太
宰
春

台
の
注
釈
で
あ
っ
た
の
は
（
二
〇
二
一
年
十
一
月
二
十
一
日
「
旧
弘
前
藩

校
稽
古
館
資
料
調
査
報
告
会
」（
弘
前
大
学
）に
お
け
る
植
木
久
行
報
告「
弘

前
藩
校
稽
古
館
の
蔵
書
─
蔵
書
目
録
と
古
典
調
査
を
踏
ま
え
て
─
」）、『
論

語
徴
』
が
初
級
者
相
手
に
は
使
い
勝
手
が
悪
か
っ
た
の
も
一
因
で
あ
ろ
う

か
。
春
台
は
音
読
を
最
善
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
学
習
が
容
易
で
な
い
人

の
た
め
に
『
倭
読
要
領
』
を
書
い
た
り
し
た
。
本
書
で
は
春
台
の
義
子
で

あ
る
太
宰
定
保
の
『
論
語
古
訓
正
文
片
仮
名
附
』
も
見
え
、
そ
こ
で
は
先

の
『
論
語
』（
傍
訓
本
）
の
よ
う
に
経
文
の
正
文
の
み
取
り
上
げ
、
春
台

の
『
論
語
古
訓
』
の
読
み
に
従
い
全
文
に
仮
名
を
付
し
て
い
る
。
ち
な
み

に
伊
藤
仁
斎
の
学
派
で
も
仁
斎
の
『
論
語
古
義
』
に
対
す
る
和
文
の
解
説

書
の
『
古
義
抄
翼
』
の
刊
行
が
企
画
さ
れ
る
な
ど
（
拙
稿
「
伊
藤
東
涯
の

『
論
語
古
義
』
講
義
─
古
義
学
の
基
本
的
性
格
─
」、『
新
し
い
漢
字
漢
文

教
育
』
七
三
、二
〇
二
二
）、
各
学
派
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
啓
蒙

が
試
み
ら
れ
、
今
後
は
写
本
も
含
め
こ
れ
ら
の
渉
猟
も
期
待
さ
れ
る
。
ま

た
何
晏
の
『
論
語
集
解
』
に
対
す
る
も
の
で
は
皇
侃
の
『
義
疏
』
を
援
用

し
た
と
い
う
宇
野
東
山
『
論
語
集
解
国
字
辯
』
が
あ
げ
ら
れ
、
同
じ
著
者

の
『
四
書
国
字
辯
』
も
見
え
る
。
前
者
は
新
注
も
引
く
が
古
注
が
主
で
、

後
者
は
新
注
に
沿
っ
て
い
る
ら
し
い
。
さ
て
続
い
て
は
『
論
語
余
師
』
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
『
論
語
集
注
』
に
よ
り
な
が
ら
、
時
に
朱
熹
の
本
説
以

外
も
取
り
込
む
こ
と
が
あ
る
と
い
う
（
青
木
洋
司
氏
の
解
題
）。
こ
の
書

を
は
じ
め
『
経
典
余
師
』
シ
リ
ー
ズ
は
仮
名
さ
え
読
め
れ
ば
漢
籍
が
一
通

り
理
解
で
き
る
優
れ
た
自
習
書
で
、
当
時
か
ら
よ
く
売
れ
、
近
年
も
復
刻

が
出
て
い
る
。
本
書
で
は
『
経
典
余
師　

四
書
序
之
部
』
も
載
せ
て
い
る
。

　

第
二
章
は
、
中
山
ひ
か
り
氏
担
当
の
先
行
研
究
目
録
、
第
三
章
は
、
同

氏
担
当
の
文
献
目
録
で
あ
る
。
後
者
は
「
所
蔵
先
略
称
等
一
覧
」、
続
い

て
研
究
対
象
文
献
の
目
録
（
書
名
、
著
者
名
、
巻
冊
数
、
版
本
と
写
本
の

別
の
他
、
著
者
の
生
没
年
、
所
蔵
箇
所
、
備
考
を
具
え
る
、
年
代
順
）、

更
に
「
選
者
別
刊
行
物
一
覧
」（
五
十
音
順
）
か
ら
な
り
便
利
で
あ
る
。

　

附
篇
と
し
て
、
篠
原
泰
彦
「
ウ
ェ
ッ
ブ
サ
イ
ト
に
お
け
る
版
本
公
開
に

つ
い
て
」
が
あ
り
、
本
研
究
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http:/kunm

ou.
info/

）
が
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
既
に
そ
の
サ
イ
ト
に
は
『
論
語
余
師
』

な
ど
数
点
の
書
誌
と
本
文
が
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
人
名
、
書
名

索
引
を
付
す
。

　

折
衷
学
の
井
上
金
峨
は
『
匡
正
錄
』
で
、
訓
読
批
判
を
展
開
し
た
徂
徠

の
影
響
で
訓
蒙
書
を
軽
ん
ず
る
風
潮
が
広
が
っ
た
が
、
五
十
年
た
っ
た
今

は
そ
の
門
人
も
遺
著
に
仮
名
を
付
し
、「
比
年
以
来
、
東
西
の
書
肆
、
歳
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ご
と
に
国
字
の
註
解
を
刻
し
、
指
数
に
暇
あ
ら
ず
。
一
に
学
者
に
裨
す
る

無
く
、
良
に
慨
嘆
す
可
し
」
と
訓
蒙
書
が
毎
年
の
よ
う
に
刊
行
さ
れ
活
況

を
呈
し
て
い
る
と
嘆
い
た
。
訓
蒙
書
は
確
実
に
需
要
を
増
し
て
い
た
と
と

も
に
、
軽
視
さ
れ
て
も
い
た
の
で
あ
る
。
今
で
も
訓
蒙
書
と
い
う
と
教
育

の
普
及
と
か
文
化
の
浸
透
と
か
い
う
こ
と
だ
け
で
評
価
さ
れ
が
ち
だ
が
、

学
問
的
に
も
侮
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
評
者
（
土
田
）
が

『
論
語
集
注
』
の
全
訳
注
を
作
成
し
た
時
痛
感
し
た
こ
と
で
あ
る
（「
漢

籍
啓
蒙
の
伝
統
の
継
承
」、『
日
本
中
国
学
会
便
り
』二
〇
一
七
年
第
二
号
、

学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
可
能
）。
南
宋
か
ら
明
に
か
け
て
『
論
語

集
注
』
の
注
釈
書
は
か
な
り
作
ら
れ
、『
通
志
堂
経
解
』
な
ど
に
収
め
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
い
わ
ゆ
る
末
疏
の
類
や
そ
れ
を
受
け
て
出
現
す

る
明
代
の
『
大
全
』
の
類
は
、
思
想
理
解
に
は
多
少
資
す
る
こ
と
が
あ
っ

て
も
、『
論
語
集
注
』
そ
の
も
の
の
訳
注
作
成
に
は
あ
ま
り
役
に
立
た
な

い
の
が
実
感
で
あ
る
。
こ
の
類
を
見
る
く
ら
い
な
ら
朱
熹
自
身
の
文
献
の

関
係
箇
所
を
精
査
検
討
す
る
に
如
く
は
な
い
。
か
く
て
『
重
改
論
語
集
註

俚
諺
鈔
』
に
引
か
れ
て
い
る
明
代
の
文
献
な
ど
に
つ
い
て
評
者
は
関
心
を

そ
そ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
本
書
で
青
木
洋
司
氏
は
こ
の
書
の
構

成
や
内
容
を
詳
し
く
分
析
し
、
特
に
朱
子
学
の
範
囲
に
止
ま
ら
ず
明
代
四

書
学
の
便
覧
的
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
わ
け
て
も
『
鼈
頭
大
全
』
に

多
く
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
は
参
考
に
な
っ
た
。
江
戸

時
代
に
お
け
る
明
代
文
化
の
受
容
は
常
識
化
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
古

学
に
お
け
る
古
代
復
帰
、
崎
門
に
お
け
る
朱
熹
自
身
へ
の
回
帰
と
い
う
運

動
も
あ
り
、
ま
た
評
者
が
以
前
か
ら
注
意
し
て
い
る
よ
う
に
受
容
も
年
代

順
に
な
さ
れ
て
は
い
る
わ
け
で
は
な
い
（
拙
著
『
江
戸
の
朱
子
学
』（
筑

摩
書
房
、
二
〇
一
四
）。『
論
語
』
訓
蒙
書
に
即
し
た
着
実
な
研
究
は
、
明

代
文
化
の
受
容
の
具
体
相
の
解
明
に
も
資
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

本
書
を
め
く
り
な
が
ら
、
改
め
て
江
戸
時
代
の
訓
蒙
書
の
質
の
高
さ
を

感
じ
た
。
漢
籍
原
文
を
読
む
た
め
の
啓
蒙
書
の
出
版
が
低
調
な
今
こ
そ
、

こ
の
伝
統
を
継
承
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
書
の
刊
行
が
、
こ
の
領
域
に
対

す
る
関
心
と
研
究
の
深
ま
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
（
Ｂ
5
変
判
、
四
二
〇
頁
、
明
德
出
版
社
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
、
定

価
一
〇
〇
〇
〇
円
＋
税
）


